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＜指導者の言葉＞ 

この作品は、自立活動の時間に、「原稿作成を通して自分を見つめ直すことにより、自

身の成長を実感できるようにする。」ことを目標に作成しました。  

本児童は、一昨年度から自力下校の練習に取り組み、今秋、初めての自力下校をしまし

た。練習を重ねる中で、できることが増えていきつつも、大きな課題も何点かありました。そ

こで、下校ルートの言語化、地図を使った動きの確認等、実際に歩くだけでなく、歩く練習

の前後で十分に予習復習を繰り返すことで、児童の抱える不安や心配を少しでも減らした

状態で、自力下校の日を迎えることができるようにしました。 

自力下校を終えた児童の振り返りを聞き取りながら、主に次の２点に注意し、まとめるよ

うに指導しました。 

① 各場面、出来事における、自分の心情や、その変化を言語化し明らかにすること。 

② 実際のやりとりや心の声などを入れ、読者に伝わる表現を工夫すること。 

児童は、アドバイスをもとに、「どう思ったか？」「どうしてそう感じたか。」を指導者との

会話の中で言語化していくことを通して、改めて自身の心の動きや成長を感じながら作文

をまとめることができていました。 

この作品は、視覚障害のある児童が感じた、助けてくれる人たちへの感謝や、自身の成

長を強く感じることができるものになっています。また、温かい社会があること、努力を重

ねることで一つずつ成長できることを感じることができる、勇気が湧いてくる作品になって

います。 


